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小学校 国語２０ （平成 28 年度）
第６学年 国語科 学習指導案

１ 単元名 心に響くことを考えながら読もう
～読書座談会で「いのち」について見つめ直そう～

教材名： 海のいのち，立松和平「いのちシリーズ」

２ 単元の目標
○ 登場人物の生き方や叙述に対する自分の考えをもち，話合いに意欲的に参加しよう
としている。 【国語への関心・意欲・態度】

○ シリーズ作品における「いのち」を捉えられる表現や登場人物の心情を描く描写な
どの優れた叙述に着目して読むとともに，感じたこと・考えたことと関係付けたり比
べたりすることで，「いのち」についての自分の考えを深めることができる。

【読むこと（エ）（オ）】
○ 語感・言葉の使い方に対する感覚などについて関心を持つことができる。

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（イ(ｶ)）】

３ 単元の評価規準
国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての知識・理解
立 松和平の作 ・ 「いのち」を捉えられる叙述や他の 語感や言葉の使い

品や叙述に対す 作品とつながりのある言葉，登場人物 方に対する感覚など
る自分の考えを の葛藤や心理的な成長を描いた描写な に つ い て 関 心 を も
もち，それを意 どに着目して読んでいる。（エ） ち，自分の心に響く
欲的に表現した ・ シリーズ作品を関係付けたり，友達 叙述や「いのち」に
り，交流したり の意見との共通点や相違点を見付けた 関係する表現を捉え
している。 りしながら「いのち」についての自分 ている。

の考えをまとめている。（オ） （イ(ｶ)）

４ 単元と指導の構想
(１) 単元と児童

児童はこれまでの学習において，中心人物の心情描写に着目し，自分の体験を基に
登場人物に共感したり，作者の思いを想像したりしながら読むことを経験している。
また，初発の感想を共有して学習計画を立てたり，単元を貫く言語活動に取り組んだ
りすることで，目的をもって教材文を読んだり，登場人物について自分の考えをもっ
たりすることができるようになってきた。
しかし，１学期の「風切るつばさ」には，中心人物の心情描写が直接的に書かれて

いないため，対人物の行動が中心人物の心情に変化をもたらしたことをなかなか理解
できない様子が見られた。叙述を根拠に自分の考えを述べることができる児童は６割
程度であった。
普段の学習においては，友達の発言や考え方を引用して振り返りを書くことができ

るようになってきている。また，児童アンケートの「友達と話し合うと考えが変わっ
たり新しい考えが浮かんだりしますか」という質問に対し，ほぼ全員が肯定的評価を
しているが，話し合うよさを具体的に挙げられる児童は少ない。これらのことから，
互いの考えを関連付けてよりよくしようとしたり，話合いによって自分の考えが広が
ったり深まったりしたことを実感できるようにしたいと考える。
そこで本単元では，かかわり合いを通して，気付いたことや考えたことを叙述を根

拠に語り，自分の考えを広げたり深めたりすることに重点を置き，読書座談会を言語
活動に位置付ける。ここでの読書座談会では，４～５人のグループで，「いのちって
○○」というテーマを中心に，自由な雰囲気の中で話し合う中で，物語の読みを通し
て強く心に響いたことを自分の言葉で他者に伝えたり，他者の読みを受け止めて考え
を述べ合ったりすることを目指す。教科書教材の他に「いのちシリーズ」を取り上げ
る。
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(２) 指導の構想
ⅰ 目指す子ども像と「海のいのち」を読む活動
児童は，道徳の時間に「いのち」について考え，「自分のいのち」に目を向け，

その大切さを捉えている。本単元の学習に入る前に，その捉えを再確認してから立
松和平の「いのちシリーズ」と出会わせる。
本単元では，初発の感想から，「海のいのち」から感じられる「いのちって○○」

とそれを感じる叙述を挙げさせる。読書座談会では「いのちって○○」をテーマに，
叙述から捉えたことや互いの考えを関連付けて考え，語り合えるようにする。また，
「いのちって○○」を考えながら叙述に即して読んだり，互いの考えを交流し合っ
たりしたことで自分の「いのち」についての捉え方に広がりや深まりがあったと自
覚し，自分なりの考え方を再構成できる子どもを目指す。

ⅱ 並行読書
並行読書として立松和平の「いのちシリーズ」の中の「山のいのち」「川のいの

ち」「田んぼのいのち」を取り上げる。いずれの作品も「いのちがつながっている
こと」を読み取ることができる。これは道徳の時間に児童が捉えた「いのちって大
切」「いのちってたった一つ」等とは異なる。読書座談会で交流することを通して .
シリーズの作品世界を交流するとともに，自分自身の「いのちって」を広げ深めら
れるようにする。「いのちシリーズ」は，図書館司書によるブックトークで出会わ
せる。「『いのち』について考えたことのあるみなさんだから作品に込められてい
る『いのち』を感じてください。」という内容で紹介してもらう。
作品については，俯瞰的に読めるように全文を一枚のプリントにして配付し，朝

学習や読書の時間に読むこととする。叙述に即して読む力を高めるために，サイド
ラインを引いたり，付箋を活用したりしながら読むようにさせる。

ⅲ 読書座談会
読書座談会は単元を通して２回行う。「□□のいのちって○○」をテーマとする。

ここでの読書座談会の目的は，友達と考えを交流し深めること，話題に対して自分
なりの考えをもつこととする。
１回目の読書座談会は，４～５人のグループで教科書教材「海のいのち」につい

て「海のいのちって○○」をテーマに行う。２回目は，並行読書で読んだ「いのち
シリーズ」の中から児童が一つ選び，同じ作品を選んだ児童同士で，「□□のいの
ちって○○」をテーマに行う。いずれの読書座談会においても，「いのちって○○」
を感じたり考えたりした根拠となる叙述にラインを引いたり，メモをしたりしなが
ら話し合うようにする。グループでの話合いでまとまった「いのちって○○」とそ
の根拠となる叙述を紹介し合う。全体で共有，確認した後，本時の学習の振り返り
として，自分なりの「□□のいのちとは○○である」を頭括型で５文程度で書く。
また，より多くの児童が主体的・意欲的に学習に取り組むことを目指し，単元を

通して，次の３点に留意して学習を進めたい。
① 学習シートの工夫
読書座談会は叙述を根拠としながらも話し合うことが中心の活動である。読書

座談会に向けての自分の考えは，教材文に線を引いたり，考えを思い出せる程度
のメモをしたりする程度とする。また，読書座談会においては，グループで１枚
の学習シートを使うことで話合いの可視化を図る。
② 話合いを活性化させる役割と話形を提示する
話合いにおいて考えを深めていくことができるように交流するためには，分か

らないことをその場で質問したり，納得がいかないことについては反論したりす
る必要がある。考えを深めるために必要な「やりとり」を役割話形として提示
する。

〈役割と話形の例〉
共感する「わたしも～」「～が似ていて」
分からないと言う「よく分からないから詳しく話してくれますか」
質問する「～って例えばどういうことですか」
反論する「確かに～だけど」

これらの役割は固定化して担うのではなく，話合いの中で流動的に変化するも
のであるが，「役割」として意識させることで，意見の述べ合いだけに終わらな
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い話合いができると考える。
③ 考えを深めた過程が分かるように振り返りを書く
自分の「初めの考え」と学習を終えた「終わりの考え」を比べて気付いたこと

や友達の考えについて共感できたことやそのよさを「振り返り」として書かせる
ことで，学びを自覚させる。

５ 単元の指導計画（全９時間）
評 価

時 学習のねらい（○）と主な活動内容（・） 関 読 言 評価規準

１ ○ 単元全体の学習の見通しをもつ。 並 ・ 読書座談会に興味
・ 道徳の時間の「いのち」の捉えを 行 ○ を持ったり，「いの
確認する。 読 ちシリーズ」の紹介

・ 図書館司書による「いのちシリー 書 を聞いて疑問に思っ
ズ」の紹介を聞く。 たりしたことなどを

・ 立松和平の作品を中心に「いのち」 振り返りに書こうと
について読書座談会を通して考えを している。
深めるという学習の流れを捉える。 （振り返りの記述）

２ ○ 「海のいのち」を読み，初発の感想 並 ○ ○ ・ 学習の見通しをも
を書く。 行 って初発の感想を書
・ 登場人物やあらすじ，語句の意味 読 いている。
等を確認する。 書 （学習シート）

・ 「海のいのちって○○」が感じら
れるところやその理由，読書座談会
で話題にしたいことを中心に初発の
感想を書く。

〈初発の感想の項目〉
① 自分の捉えた「海のいのちって○
○」

② 友達と話し合いたいこと
・ 強く印象に残ったこと
・ 疑問に思うこと
（叙述について自分なりの考えを
もっているけどみんなはどうかな。
この叙述の意味が分からないから
聞いてみたい。話の流れとして謎
だから話し合いたい。等）

３ ○ 「海のいのち」座談会の準備をする。 ・ 初発の感想や叙述
・ 初発の感想を交流し，全グループ をもとに読書座談会
で共通して「海のいのちって○○」 ○ ○ の話題を考えている。
をテーマに話し合うことを確認する。 （発言・話合いの様

・ 強く印象に残ったことや疑問に思 子・学習シート・
ったこと等の中からグループで話し ノート）
合いたいことを決め，グループの話
題シートに書き込む。

４ ○ 読書座談会の話題について，自分の ・ グループの話題に
考えを整理する。 ○ ○ ついて自分の考えを
・ 「海のいのち」を読み，グループの もっている。
話題について自分の考えを学習シー （学習シート）
トにメモする。

５ ○ 「海のいのち」座談会を行う。 並 ・ 読書座談会の中で，
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本 ・ グループで話し合い，「海のいの 行 ○ ○ 話題について自分が
時 ちって○○」を決める。 読 考えたことを伝え合

・ グループの話題について話し合う。 書 い，友達の考えに共
・ 各グループの「海のいのちって○ 感したり互いに確か
○」を紹介し合い，根拠となる叙述 め合ったり深め合っ
を全体で共有する。 たりしている。

・ 本時の学習を各自で振り返り，「海 （読書座談会の様子
のいのちって○○」をまとめる。 ・振り返りの記述）

６ ○ 選んだ「いのちシリーズ」の読書座談会 ・ 「海のいのち」と
の準備をする。 ○ ○ 関連させたり，叙述
・ 前時の振り返りを紹介し合う。 をもとにしたりして
・ ２回目の読書座談会で，共通して話し 読書座談会の話題を
合うとよいことを考える。 考えている。

・ ２回目の読書座談会に向けて，もう一 ・ 本時までの学習を
度読みたい作品を決める。 もとに，２回目の読

・ 各自が選んだ「□□のいのち」を読ん 書座談会に向けて作
で，考えをまとめる。 品を選んでいる。
① 自分なりの「□□のいのちって○○」 （発言・ノート）
② 友達と話し合いたいこと ・
・ 強く印象に残ったこと
・ 疑問に思うこと

７ ○ 「□□のいのち」を読み，グループの読 ・ グループの話題に
書座談会の話題について，自分の考えを整 ○ ○ ついて自分の考えを
理する。 もっている。
・ グループの話題を決める。 （学習シート）
・ グループの話題について自分の考えを
学習シートにメモする。

８ ○ 「□□のいのち」読書座談会を行う。 ・ 読書座談会の中で，
・ グループで話合い，「□□のいのちっ 話題について自分が
て○○」を決める。 考えたことを伝え合

・ グループの話題について話し合う。 い，友達の考えに共
・ 話し合ったことを全体で紹介し合い , 感したり互いに確か
「海のいのち」と関連させて「□□のい め合ったり深め合っ
のち」を捉える たりしている。

・ 本時の学習を各自で振り返り，「□□ （読書座談会の様子
のいのちって○○」について自分の考え ・振り返りの記述）
をまとめる。

９ ○ 単元の学習をふり返る。 ・ 単元の学習前の自
・ 前時の「□□のいのち」座談会で話し 分の考えと比較しな
合ったことを紹介し合う。 ○ ○ がら学習をふり返っ

・ 自分の「いのち」に対する考えを整理 ている。
する。 （発言・ノート）

６ 本時の計画（５/９時間）
(１) ねらい

読書座談会で，叙述から捉えられる「海のいのちって○○」を交流することを通し
て，作品から感じられる「いのち」について自分の考えをまとめることができる。

(２) 構想
児童は，初発の感想で自分なりの「海のいのちって○○」を書いている。本時は，

それを基に作品から感じとったことを交流し合い，「海のいのち」から伝わってくる
「いのちって○○」の捉えに広がりや深まりをもたせたい。
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まず，読書座談会において「海のいのちって○○」をグループの考えとしてまとめ
させる。各自が感じとったことの根拠となる叙述を明らかにしたり関係付けたりしな
がら話し合うことでグループで「海のいのちって○○」を決める。また，「海のいの
ちって○○」を考えるために必要なことについては自由に話し合うこととする。

【手立て１】 読書座談会での役割と話形の例示
読書座談会は自由な雰囲気の中で行うが，意見の述べ合いだけで終わらないよう

にするために，役割と話形の例を示す。役割は固定化するのではなく，話合いを進
める中で流動的に入れ替わるものである。

【手立て２】 話合いを可視化する学習シートの工夫
話合いを可視化するために，グループで一枚の学習シート（教材全文一枚プリン

ト）と付箋を用いる。「いのちって○○」は付箋に書き，その根拠となる叙述には
線を引く。関連があるところを線でつないだり，話し合ったことを書き加えたりな
がら座談会を進めさせる。

次に，グループで決めた「海のいのちって○○」を全体で紹介し合い，根拠とした
叙述を共有する。児童の発言を関連付けたり整理したりしながら，人物の心の葛藤や
変化，人物同士の関係から読み取ることができることを確認する。
「振り返り」では，友達と交流したことをふまえて自分なりの「海のいのちって○

○」を頭括型で書かせる。

(３) 展開

学習活動 教師の働きかけと予想される児童の反応（含む学習内容） ■評価規準（観点／方法）○留意点

導入 T1 「海のいのちって○○」について，読
１ 本時のめあて 書座談会を通して考えましょう。
を確認する。 ○ めあてのラベ

読書座談会で「海のいのちって○○」 ルを位置付ける。
を考えよう

T2 次のように進めましょう。 ○ 読書座談会の
２ 読書座談会の ・ 初発で各自が書いた「海のいのちっ 進め方や学習シ
進め方を確認す て○○」を紹介し合う。根拠も示す。 ートの使い方に
る。 ・ グループの学習シートに線を引いた ついて説明する。

り関係があるところは線でつないだり ○ 進め方につい
して書き込みながら進める。 ての説明や確認

・ 「海のいのちって○○」は付箋に書 を終えてから机
く。 の向きを話し合

・ 「海のいのち」から伝わってくる「い いの隊形に変え
のち」について考え，グループで考え させる。

（７分） をまとめ「海のいのちって○○」を決
める。

○ 課題のプレー
展開 作品から伝わってくる「海のいのち」 トを位置付ける。

とはどんなことだろう。 ○ 読書座談会の
３ 作品から伝わ 進め方や役割と
ってくる「海の T3 読書座談会の後で，各グループの「海 話形の例を参考
いのちって○○」 のいのちって○○」を紹介し合います。 にするが，自由
について話し合 話し合う時間は，１５分間です。始めま な雰囲気で意見
う。 しょう。 を述べ合うこと

を優先させる。
C1 ぼくは「海のいのちって大事」と書
きました。「千匹に一匹でいい」という ○ 初発の感想で
言葉が一番大事だと思って，魚の命を大 書いた「海のい

（１５分） 事にしていることがわかるからです。 のちって○○」
C2 わたしは「海のいのちって大魚」っ の紹介から始め
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て書きました。なんか変だけと，太一が る。
クエをみつけたところの「大魚はこの海 ○ どこからそう
のいのちだと思えた」ってあるでしょ。 感じたり考えた
ここが大事な気がするからです。 りしたのか，根

C3 大事な気がするってどういうこと？ 拠となる叙述や
もう少し教えてくれる？。 経験を挙げさせ

C4 だって題名が出てくるでしょ。この るようにする。
話にとって大事かなと思って。

C5 でもさ，やっぱり「海のいのちって ○ 考えの基にな
大魚」ってなんかちょっとさ。 っていることを

C6 みんなの考え聞いてからまた考えよ 明確にさせる。
う。 叙述が取り上げ

C7 そうだね。わたしは「海のいのちっ られた場合には，
てつながってる」にした。「ずっとこの 教材文に立ち返
海で生きていけるよ」というところから る。
そう思いました。

C8 似ているんだけど「海のいのちって
つながる」って書いたよ。でもぼくは， ○ グループの学
与吉じいさが「海に帰った」とか死んだ 習シートに書き
おとうが海にいるとかいうところからそ 込ませる。
う考えたよ

C9 「おとうここにおられましたか」か。
太一のおとうってクエになったの？

C10 違うよ。「そう思うことによって」
だから，おとうがクエになったんじゃな
いよ。太一が殺そうと思えば殺せたけど ○ 人物の行動や
おとうだと思ったら「殺さないですんだ」 会話文，そこか

C11 大魚は殺しちゃいけないってことか。 らわかる考え方
C12 なんで太一はクエを殺さなかったんだ 等を叙述に立ち
ろうね 返って確かめさ

C13 「海のいのちだと思えた」って書いて せる。
ある。大魚を殺すってことは，海の命を
奪うことになるから，太一がクエを殺し ■ 叙述を基に考
てはいけないと思ったってこと。 えたことを述べ

C14 じゃあ「海のいのち」って？さっきの て い る 。（ 話 し
「千匹に一匹」も関係あるかな。 合いの様子）

C15 千匹に一匹って魚を無駄にとらないこ ■ 話し合いに意
とだよね。 欲的に参加した

C16 そうか。海の魚を一気にとらないで残 り，互いの考え
しておけば，また次の日もとれるってこ の共通点やつな
とか。 がりを見付けよ

C17 「海のいのちって続く」にする？こ うとしたりして
の線が引いてあるところが全部つながっ い る 。（ 話 し 合
てくるよ。 いの様子）

４ グループで話 T4 グループで話し合ったことを紹介しま ○ グループ「海
し合ったことを しょう。 のいのちって○
全体で共有する。 C18 ぼくたちのグループは，「海のいのち ○」を黒板に貼

って続く」にしました。「千匹に一匹」 る。座談会で使
や「殺さないですんだ」というのは， ったグループの
海にすむ魚の命を大事にしていることで 学習シートをも
す。魚を無駄にとらな いようにすれば， とに根拠となる
魚のいのちも続くし，漁師の生活が安定 叙述を掲示して
して続いていくからです。 ある全文拡大掲

（１２分） C19 私たちも「海のいのちって続く」に 示に書き込む。
しました。理由は少し違っていて，おと ○ 発言をたどり，
うや与吉じいさが「海に帰った」ってあ 関連付ける。
って，本当はなくなったんだけど，太一 ○ 道徳の時間に
が漁師を続けることで二人の生き方が太 捉えていた「い
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一に続いているからです。 のちって○○」
と合致しないこ
とを確かめる。

○ まとめのプレ
T5 紹介し合ったことをまとめましょう。 ートを位置付け

る。
「海のいのちって○○」はいろいろ ○ 「まとめ」は

な捉え方ができる。叙述をつなげて考 取り立てて板書
えたり，人物の心の葛藤や変化，人物 せず，全体交流
同士の関係に着目したりして読むとよ で出された考え
い。 や指摘された叙

述を確かめるこ
とでまとめとす
る。

終末 T6 「振り返り」を書きましょう。「海の ○ 振り返りのプ
５ 本時の学びを いのちって○○」について頭括型で５文 レートを位置付
振り返り，自分 以上自分の考えを書きましょう。 ける。
なりの「海のい ○ 座談会の前と
のちって○○」 C20 （記述）私は，「海のいのちって大き 後の自分の考え
をまとめる。 い」としました。初めは海にすむ生き物 を比べたり，友

の命のことかなと思って，「海のいのち 達の考えと比べ
っ大事」とていました。でも，読んだり たりして書くよ
話し合ったりしているうちに，海の生き うに促す。
物の命のことだけではないと分かりまし ○ 書くことに抵
た。「千匹に一匹だけ」というのは，海 抗がある児童に
の生き物の命を守ることにもなるし，漁 は文の型を示す。
師が魚をずっととれるように，少しずつ
とるということだと思います。大魚はみ ■ 「海のいのち
んなのいのちを表しているから大きいの って○○」につ
だと思いました。 いて，本時の学

C21 （記述）私は「海のいのちってつなが 習を振り返り，
るもの」にしました。前は「海のいのち」 自分の考えを５
という意味がよく分かりませんでした。 文以上で「振り
話し合っているうちに，海の生き物も海 返り」を書いて
で仕事をする人もみんなの命を全部まと いる。（ノート）
めて「海のいのち」ということかなと思
うようになりました。初めは「海で生き
る」という意味がよく分からなかったけ
ど，Ａさんが言っていた「人も魚とかと
同じように自然の中で生きる」というの

（８分） がいいなと思いました。

(４) 評価
「振り返り」で評価する。
（Ｂ） 読書座談会を通して気付いたことをもとに「海のいのちって○○」について

の自分の考えをまとめている。
例）Ｃ２０，Ｃ２１
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